
7 アンケート調査結果について

7.1 調査目的

 アンケート調査は、以下の２つの目的により実施する。

① 水の利用状況を把握し、水需要動向の分析のための基礎資料とする。

② 水道事業に対する市民の意見等を把握し、水道事業ビジョンの事業・施策立案等

に反映する。

7.2 調査内容

 調査内容は、以下の３区分に基づき整理する。

①回答者属性

②水道の利用状況

③水道事業に関する意見

7.3 調査設計

（１）概要

調査地域：那須塩原市の給水区域

調査対象：市の上水道を利用している一般家庭

標本数 ：1,000世帯（必要標本数 382世帯）
抽出方法：単純無作為抽出法（検針情報から無作為に抽出）

調査方法：郵送法（郵送配布・郵送回収）

調査期間：平成 27年 8月 19日～8月 31日

（２）回収状況

回収件数：403通 ＞ 必要標本数 382通
回収率 ：40.3％（＝403÷1000）
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7.4 調査結果

本調査では、回収されたアンケート結果を以下の方法で分析する。

（１）単純集計

回答として回収した「個人」単位の調査結果を、アンケートに回答した「集団」

の調査結果にまとめ、全体の特色や傾向を調べる。

 回答の特徴を以下に示す。

・ 水道水を飲用する人の割合は、「よく飲む」・「たまに飲む」を合わせると９割程

度であり、そのうち「そのまま飲用」する人は４割程度であった。

・ 水道水を飲用する理由として、「安全」が４割を占め、次いで「安い」３割、「お

いしい」２割であった。

・ 一方、水道水を飲用しない人の飲まない理由は、「安全性に不安」が５割を占め

ていた。

・ 災害対策用水の確保では、半数以上の人が何らかの準備を行っていた。

・ 優先すべき取組みでは、「安全性の確保」、「水源環境の保全」、「老朽化対策」の

順で優先順位が高かった。

・ 水道について興味のある情報は、「安全性」、「水道料金」、「災害対策」の順で関

心度が高かった。

 今後、クロス集計等のデータ処理を行い、各設問・回答との関連性を分析、評価

する予定である。
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